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提
出
電
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加
入
権
に
関
す
る
質
問
に
対
し
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衆
議
院
議
員
中
村
哲
治
君
提
出
電
話
加
入
権
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

電
話
加
入
権
に
つ
い
て
は
、
有
形
の
実
体
を
有
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
電
気
通
信
事
業
法
（
昭
和
五
十
九
年
法
律

第
八
十
六
号
）
附
則
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
廃
止
前
の
公
衆
電
気
通
信
法
（
昭
和
二
十
八
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
三
十
一

条
に
お
い
て
、
「
加
入
電
話
加
入
者
が
加
入
電
話
加
入
契
約
に
基
づ
い
て
加
入
電
話
に
よ
り
公
衆
電
気
通
信
役
務
の
提
供
を

受
け
る
権
利
を
い
う
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
旧
日
本
電
信
電
話
公
社
の
一
切
の
権
利
義
務
を
承
継
し
た
再
編
成
前

の
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
並
び
に
東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
及
び
西
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
の
電
話
サ
ー
ビ
ス
契
約

約
款
に
お
い
て
も
同
様
の
内
容
が
定
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
法
人
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
四
号
）
及
び
所
得

税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
に
お
い
て
、
無
形
固
定
資
産
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

な
お
、
電
話
加
入
権
は
、
時
の
経
過
に
よ
り
そ
の
価
値
が
減
少
し
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
や
、
市
場
に
お
い
て
譲
渡
す
る

こ
と
に
よ
り
投
下
資
本
を
回
収
し
得
る
こ
と
か
ら
、
法
人
税
法
及
び
所
得
税
法
に
お
い
て
、
減
価
償
却
で
き
な
い
無
形
固
定

資
産
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

一



施
設
設
置
負
担
金
の
廃
止
そ
の
他
の
事
由
に
よ
り
電
話
加
入
権
の
市
場
に
お
け
る
譲
渡
性
が
失
わ
れ
る
と
す
れ
ば
、
電
話

加
入
権
を
減
価
償
却
で
き
な
い
無
形
固
定
資
産
と
し
て
扱
っ
て
い
る
現
行
の
法
人
税
法
及
び
所
得
税
法
上
の
取
扱
い
に
つ
い

て
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
と
考
え
る
。
本
年
十
一
月
四
日
の
衆
議
院
総
務
委
員
会
に
お
い
て
、
倉
田
財
務
大
臣
政
務
官

は
、
こ
れ
と
同
旨
の
答
弁
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


